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は じ め に 

 

 本校では平成 24 年 4 月 27 日に閣議決定された「学校安全の推進に関する計画」に基づき，

学校安全の推進を目指した教育の研究および実践を，従前の取り組みを整理･深化させながら

展開してきました。また，平成 22 年 3 月に WHO の International Safe School （以下 ISS）

に認証され，平成 25 年 3 月には再認証を受けた，附属池田小学校と学校安全推進に関して連

携をはかりながら，その成果を全国に発信してきました。 

 それらの取り組みの評価として，日本の中学校では初めてとなる ISS 認証の最終審査を平

成 26 年 10 月 9 日(木)に受け，認証を受けることができました。そして，同年 10 月 10 日(金)

に ISS 認証記念式典を挙行することができました。 

 また，平成 24 年 5 月に閣議決定されたわが国の教育振興基本計画に示された「自助・共

助・公助」の理念を中核とし，スウェーデン王国のカロリンスカ研究所に設置されていた WHO 

Collaboration Centre on Community Safety Promotion (WHO-CCCSP) が推進していた 

International Safe School（ISS）の考え方や UNICEF が推進している Child Friendly 

School（CFS）の考え方などを参考に，わが国独自の学校安全の考え方を基盤とする包括的な

安全推進を目的として，セーフティプロモーションスクール（Safety Promotion School: SPS）

が構築されました。本校は平成 27 年 3 月 6 日に附属池田小学校とともに，我が国で初認証を

受けました。それ以降も，学校安全の取り組みを継続的，組織的に発展させ，平成 30 年 3 月

6 日に再認証，令和 3 年 3 月 6 日に再々認証を受けました。 

 本校が学校安全を推進する理由としては以下の 3 つがあげられます。 

 

1.時代の要請 

学校という場において，児童生徒等が生き生きと学習や運動等の活動を行うためには，児童

生徒等の安全の確保が保障されることが不可欠の前提となります。また，児童生徒等は守られ

るべき対象であることにとどまらず，学校において，その生涯にわたり，自らの安全を確保す

ることのできる基礎的な素養を育成していくことが求められます。 

しかし，学校管理下における事件・事故災害等による児童生徒等の負傷や障害，死亡事例は

依然として多く，特に，学校における負傷については大きく増加しています。また，学校への

不審者侵入事案，登下校中における交通災害，地震や大雨をはじめとする自然災害等，学校安

全を脅かす事案は後を絶ちません。それ故，学校安全は喫緊の課題であると言えます。 

これらのことを鑑みると，子どもへの安全教育は，将来につながる安全意識・能力の基盤を

培うものであり，長期にわたる教育の継続によって，次代を担う子どもたちに安全に関する考

え方を定着させる効果があります。また，子どもに対する安全教育がなされることにより，適

切な指導を受けた子どもが緊急時に率先して避難行動をとり，安全意識が必ずしも高くない



大人に避難を促すという効果も期待できます。こうしたことから，中長期的な視点で考えた場

合，学校教育において安全に関する指導を行うことは，次代の安全文化を構築するという意義

も担っています。 

 

2.子どもの実態 

本校生徒の登下校や学校生活の様子を見ると，安全に関する知識・技能はある程度は身につ

いてはいるものの課題も残ります。その根底にあるものは，安全意識の継続性の欠如であると

考えられます。 

事件・事故災害に対し，自ら危険を予測し，回避するためには，知識とともに，習得した知

識に基づいて的確に判断し，迅速な行動をとることができる力を身につけることが必要であ

ります。そのためには，日常生活においても状況を判断し，最善を尽くそうとする「主体的に

行動する態度」を育成する必要があります。また，中学時代は自発性が培われ，自身で行動，

他にも目配り，気配り，発信していく力が飛躍的に伸張する時期であり，「主体的に行動する

態度」が育まれやすいと考えられます。 

 

3.池田キャンパスの使命 

 平成 13 年 6 月 8 日に起きた池小事件を踏まえ，池田地区附属学校園では学校・保護者・関

係諸機関(地域)が連携を図り，学校安全に取り組んできました。また，附属池田小学校におい

ては，施設・設備の充実はもちろんのこと，組織的・継続的に安全教育を推進し，平成 22 年

3 月 5 日に International safe school の認証を受け，平成 25 年 3 月 5 日に再認証を受けま

した。 

とりわけ，平成 22 年度より文部科学省の教育課程特例校として指定を受け，設置された「安

全科」が児童の危険予知・回避能力を育むこと，そして命の大切さを実感し，生涯にわたって

安全・安心な暮らしを営み，安全・安心な社会を構築する人材を育むべく展開されています。 

 

「安全・安心な学校」は「豊かな学び」を創造します。本校は平成 13 年 6 月 8 日に発生し

た附属池田小学校事件を教訓に，小学校とともに安全・安心な学校づくりを日本全国，世界に

発信していきます。 

 

令和 6 年 3 月 
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Ⅰ．学校概要 

 

 1. 学校名 :        大阪教育大学附属池田中学校 

 

 2. 所在地 :        大阪府池田市緑丘 1-5-1 

 

 3. 郵便番号 :         563-0026 

 

 4. 電話番号 :       072-761-8690 

 

 5. Fax 番号 :           072-761-1104 

 

 6. E-Mail :        tsujimoto-k04@cc.osaka-kyoiku.ac.jp 

 

 7. Website :        www.ikeda-j.oku.ed.jp/ 

 

 8. 通学区域 :         池田市, 豊中市, 箕面市, 吹田市, 高槻市，守口市， 

門真市，大阪市の一部,能勢町，豊能町，島本町， 

川西市, 伊丹市, 尼崎市，宝塚市, 西宮市，芦屋市， 

猪名川町 

 

 9. 校長 :        佐 藤 賢 司 

 

10. 副校長 :        辻 本  堅 二 

 

11. 主幹教諭 :          田 中 伸 治 

 

12. 連絡担当者 :       三 好 達 也 

 

13. 担当者職名 :       安 全 主 任 

 

 

Ⅱ．学校統計(令和 5 年 5 月 1 日現在) 

 
 1. 生徒数 :        434 名 

 

 2. 在籍生徒年齢 :               12 歳～15 歳 

 

 3. 常勤教員 :       23 名 

 

 4. 非常勤教員 :       7 名 

 

 5. 職員 :        10 名 

 

 6. 校種 :        中学校（国立） 
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大阪教育大学附属池田中学校 

Ikeda Junior High School  

Attached to Osaka Kyoiku 

University 

阪急池田駅 

Ikeda Station 
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Ⅲ．本校教育の概要 

 

1. 本校の任務 

① 教員養成大学である大阪教育大学の研究校 

② 大阪教育大学の学生の教育実習校 

③ 現職教育への奉仕をする学校 

④ 常に新しい教育理念と中正な教育的信念を持ち，望ましい環境の内に個性を生かしながら，真

の中等普通教育を実施することを目指している学校 

⑤ 一般生徒，国際枠生徒(帰国生徒，在日外国籍生徒)，学校災害特別研究生徒からなる混合学級

で授業を行い，新しい教育の開発を目指している学校 

 

2. 本校の教育目標・教育方針 

 (1)教育目標 

   自主・自律の精神の育成 

 (2)教育方針 

① 探究的な学び 

② 共生の心 

③ 信念に基づく行動 

 

3.本校の沿革(H.24 年以降は学校安全関係が中心) 

S22. 4.15   大阪第二師範男子部附属中学校として創立(池田市城山) 

S24. 7.13     校名改称 大阪学芸大学大阪第二師範学校池田附属中学校 

S26. 4.13     校名改称 大阪学芸大学附属池田中学校 

S31. 4.29     現在地に移転(池田市緑丘) 

S42. 6. 1   校名改称 大阪教育大学附属池田中学校 

S44. 7.15     プール完成 

S46. 4.24     体育館，武道館完成 

S47. 6. 1     校名改称 大阪教育大学教育学部附属池田中学校 

H 6.11.30     メディアセンター完成 

H16. 4. 1     校名改称 大阪教育大学附属池田中学校 
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H22. 2.28      南校舎耐震・改修工事完了 

H24. 4.14     第 2 回アジア・太平洋学校安全推進フォーラムに参加 

        日本 International Safe School 認証センター記念祝賀会に参加 

H24. 7.30～31  学校安全主任講習会に参加 

H24.11. 4      ＩＳＳ推進員養成セミナーに参加 

H24.11.17     熊本大学附属中学校から学校安全視察受入 

H24.11.29     International Safe School 認証取得を目指す意思を正式の表明 

H24.12.12～15  台湾嘉義市 International Safe School の取組視察 

H25. 3. 2      アジア・太平洋学校安全推進フォーラムで生徒が取組発表 

H25. 3. 4～5  大阪教育大学附属池田小学校 ISS 再認証実地審査，認証式典に参加 

H25. 3.31     防災備蓄倉庫完成  

H25. 7. 1     タイ王国教育省から学校安全視察受入 

H25.11.29     東京学芸大学附属小金井中学校から学校安全視察受入 

H25.12.25～28  台湾台北市 International Safe School の取組視察 

H26. 1.25     ＩＳＳ推進員養成セミナーで取組発表 

H26. 2.27     愛知県西尾市立西尾中学校から学校安全視察受入 

H26. 3. 6     池田市消防署から感謝状授与 

H26. 3. 7     学校危機メンタルサポートセンターセンターフォーラムに参加 

H26. 3. 8     臨時ＩＳＳ推進員養成セミナーに参加 

H26. 3.24      e 安全学習研修会に参加 

H26. 5.12～15  第 7 回アジア地域セーフコミュニティ国際会議で取組発表(韓国 釜山) 

H26. 7.30～31  学校安全主任講習会に参加 

H26. 8.31      北校舎耐震改修工事完了 

H26.10. 9    International Safe School 認証実地審査 

H26.10.10     International Safe School 認証取得(国内中学校では初) 

H27. 3. 6     アジア・太平洋学校安全推進フォーラムで学校安全の取組発表 

Safety Promotion School 認証 

H27. 3.14       けやき坂，テニスコート，校舎内に  学校安全主任講習会に参加 

H27. 5.14       韓国教育大学院から 31 名が本校の学校安全視察 

H27. 9.28      SPS 認証旗および盾を藤田大輔センター長より授与 
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H27.11.20     学校安全コーディネーター研修会で SPS の取り組み発表 

H27.12. 2    国際バカロレア MYP 候補校  

H27.12.11     愛知県東浦町より 11 名が本校の学校安全視察 

H27.12.12     第９回セーフティープロモーション学会にて SPS の取り組み報告 

H28. 8.29    セーフティプロモーションスクール（SPS）推進委員養成セミナーで実践報告 

H28.11.17     大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安全 

              学習研究授業発表 

H29.10. 2   大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安全 

学習研究授業発表 

H29.11.18     本校公開授業研究会における安全学習の研究授業と本校の取り組みについて 

の発表 

H30. 3. 6     Safety Promotion School 再認証 

H30.11.20     大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安全 

学習 研究授業発表 

H30.11.23     本校公開授業研究会における安全学習の研究授業と取り組みの実践発表 

H30.12.27     学校安全コーディネーター養成研修において取り組みの実践発表 

H31. 3. 1     第 17 回学校危機メンタルサポートセンターフォーラム参加 

R1. 5.27〜29  タイ王国 SPS 推進委員養成セミナーにおいて実践発表 

R1. 6.28    静岡県小中学校学校安全教育指導者研修会において実践発表 

R1. 7.30    滋賀県学校安全指導者講習会において実践発表 

R1.11.21      大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安全 

学習研究授業発表 

R1.12.14      セーフティプロモーションスクール(SPS)推進員養成セミナー実践発表 

R2. 2. 1      国際バカロレア MYP 認定校  

R2.10.10〜11  日本安全教育学会第 21 回静岡大会 一般口演発表 

R2.12.28      セーフティプロモーションスクール(SPS)推進員養成セミナー実践発表 

R3. 3. 6    Safety Promotion School 再々認証 

R4. 2. 4   全国学校安全研究大会 発表 

R4. 4.27      高槻市教育委員会から１０名が学校安全視察 

R4.11.22      学校安全学シンポジウム 2022 において実践発表 
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R4.12. 2   学校安全総合支援事業(学校安全に係る専門性向上支援事業) 学校安全実践力向上 

セミナーにおいて実践発表 

R4.12. 9    宮崎市教育委員会から６名が学校安全視察 

R5. 3. 3     第 3 回学校安全推進センターフォーラムにおいて学校安全の取組発表 

R5. 9.21     文部科学省学校安全有識者会議において学校安全に関わる取組のヒアリングおよび 

意見交流 

R5.11.24     中国から教育関係者８名が学校安全（ヒヤリハットシステム等）に関する視察およ 

び意見交流  

R5.12.26   宮崎県教育委員会・中学校・高等学校から５名が学校安全視察 

R5.12.25      学校安全コーディネーター研修会で SPS の取組発表 

R6.1.29〜30  国際バカロレア機構から評価訪問 

R6. 2. 7      大阪府教頭研修会において学校安全の取組発表 

R6. 3. 6      Safety Promotion School 4 度目の認証（予定） 
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Ⅳ．セーフティ プロモーション スクール (SPS) 7 つの指標 

 

 

指標 1 

（組織） 

学校内に、「学校安全コーディネーター」等を中心とする学校安全推進のための「学

校安全委員会」が設置されている。 

指標 2 

（方略） 

学校において、「生活安全」・「災害安全」・「交通安全」の分野ごとに、セーフティ

プロモーションの考え方に基づいた「中期目標・中期計画（３年間程度）」が設定

されている。 

 

指標 3 

（計画） 

学校安全委員会において、「中期目標・中期計画」に基づいた学校独自の学校安全

推進のための「年間計画」が、「安全教育」・「安全管理」・「安全連携」の領域ごと

に具体的に策定されている。 

 

指標 4 

（実践） 

「年間計画」に基づいて、学校安全委員会を中心に、学校関係者が参加して、学校

安全推進のための活動が年間を通じて継続的に実践されている。 

 

指標 5 

（評価） 

学校安全委員会において、実践された学校安全推進に関わる活動の成果が定期的に

報告され、それぞれ分析に基づく明確な根拠をもとに学校安全推進活動に対する評

価が行われている。 

 

指標 6 

（改善） 

学校安全委員会における次年度の「年間計画」の策定にあたって、それまでの活動

成果の分析と評価を参考に、当該校における学校安全に関わる実践課題の明確化と

「年間計画」の改善が取り組まれている。 

 

指標 7 

（共有） 

学校安全推進に関わる活動の成果が、当該の学校関係者や地域関係者に広報・共有

されるとともに、「協働」の理念に基づいて、国内外の学校への積極的な活動成果

の発信・共有と新たな情報の収集が継続的に実践されている。 
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Ⅵ．7つの指標に基づいた取組 

 

(1)学校安全を推進するための組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)学校安全委員会の構成 

  （役職例）： 名  前 

委員長 学校安全コーディネーター （安全主任）：  三好 達也 

委 員 教職員代表(学校保健安全委員会) （校長）：     佐藤 賢治 

（副校長）：    辻本 堅二 

（教務主任）：   田中 伸治 

（養護教諭）：   吉田 かえで 

（教諭）：       西邑 悠佑 

（教諭）：       谷 直樹 

（教諭）：      田中 誠也 

（事務）：       中島 百合子 

委 員 生徒代表(生徒会) （会長）：     前田 泰良 

（安全委員長）： 三木  明弥菜  

指標 1：学校内に、「学校安全コーディネーター」等を中心とする学校安全推進のための

「学校安全委員会」が設置されている。 
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委 員 保護者代表(PTA) （会長） ：   奥村 敦 

（副会長）：     駒見 裕子 

委 員 警察関係者(関係諸機関) （池田警察署生活安全課長）： 

徳田 信一 

委 員 消防関係者(関係諸機関) （池田市消防署長）：横田 充生 

委 員 市町村危機管理部局関係者 

(関係諸機関) 

（池田市危機管理課安全管理専門員） 

：秋山 章三 

委 員 地域自治会代表(地域) （鉢塚町内会会長）： 高橋 仁 

 

 

学校安全委員会                 学校安全管理委員会（学校，関係諸機関，地域） 
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指標 2：学校において、「生活安全」・「災害安全」・「交通安全」の分野ごとに、セーフテ

ィプロモーションの考え方に基づいた「中期目標・中期計画（３年間程度）」が

設定されている。 

分野 中期目標・中期計画 

生活安全 

・外傷予防 

・犯罪予防 

〇生徒が主体的に外傷予防およびいじめ防止に取り組む態度を育成

する。 

・外傷に関するデータの蓄積と分析，特に部活動および体育的行事に

おける外傷予防策の策定およびヒヤリハットシステムの活用 

・生活（いじめ関連を含む）アンケートの継続的な実施および改善策

の策定 

〇校内の危険箇所を大幅に減少させる。 

・生徒目線の危険箇所の把握と生徒会による改善策の実施 

〇関係諸機関との連携を強化し，薬物依存や情報モラルの危険認識お

よび危険回避の態度を育成する。 

・発達段階に応じた系統的な安全教育の実施 

 

災害安全 

・地震対策 

・風水雪害対策 

・火山対策 

・火災予防 

 

〇地震，風水雪害等の災害に対する危険予知能力や危険回避能力を育

成する。 

・系統的な災害安全学習の実施 

〇災害時における保護者への連絡体制を確立する。 

・有事における保護者への適切な引き渡し方法を含めた学校安全マ

ニュアルの継続的な見直し 

〇消防等の関係諸機関との連携を図り，効果的な避難訓練を実施す

る。 

・安全学習と有機的な関連を図った避難訓練の実施 

 

交通安全 

・被害予防 

・加害予防 

〇歩行者，運転者の双方からの視点を踏まえた総合的な危険予知能力

や危険回避能力を育成する。 

・マナー向上に視点を置いた歩行者，運転者のぞれぞれの立場からの

交通安全教育の実施による総合的な危険予知能力・危険回避能力の

育成 

〇通学路の危険箇所を把握し，危険情報の共有化を図ることで生徒の

安全確保に努める。 

・教員による巡回指導および PTA立ち当番の毎日の実施および危険情

報の共有 

〇PTAや地域の協力を得て，登下校のマナーの向上を図る。 

・PTAや地域からの報告・連絡をまとめた報告書の共有および課題の

明確，改善策の策定 
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指標 3：学校安全委員会において，「中期目標・中期計画」に基づいた学校独自の学校

安全推進のための「年間計画」が，「安全教育」・「安全管理」・「安全連携」の

領域ごとに具体的に策定されている。 

分野 領域 年間計画 

生活安全 

・外傷予防 

・犯罪予防 

安全教育 

〇養護教諭と連携しデータを継続的に蓄積・掲示，分析，

予防の策定 

〇ヒヤリハットシステム活用した授業 

〇AEDを含む救急救命講習の実施 

〇様々な状況を想定した不審者対応訓練の実施 

 

安全管理 

〇教職員の月 1回の校内安全点検 

〇生徒会安全委員会による月１回の校内点検の実施 

〇学校安全の手引きの作成 

〇メール配信システムの適切な運用 

〇S-PDCAサイクルに基づく安全マニュアルの改訂 

 

安全連携 

〇学校安全委員会において学校の取組の報告に対する評

価・共有 

〇普通救命講習実施による教職員・保護者・生徒の救急

救命スキルの向上 

〇関係諸機関と連携した情報モラル，薬物乱用防止，熱

中症予防に関する学習の実施 

〇大学教員との連携 

〇学会等での発信 

 

災害安全 

・地震対策 

・風水雪害対策 

・火山対策 

・火災予防 

安全教育 

〇様々な状況を想定した地震・火災対応避難訓練の定期

的な実施 

〇避難訓練と関連付けた防災学習の実施。高校との合同

避難訓練の実施。 

〇災害時に役立つ調理法の安全学習（パッククッキング） 

 

安全管理 

〇消防計画や防災組織編成に基づく教員の役割分担・任

務の遂行  

〇防災備蓄倉庫の備品点検および充実 

〇災害時における保護者への連絡体制の確立 

 

安全連携 

〇学校安全委員会において学校の取組の報告に対する評

価・共有 
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交通安全 

・被害予防 

・加害予防 

安全教育 

〇安全およびマナーに留意をおいた交通安全学習の実施 

〇生徒手帳を用いた交通安全指導 

安全管理 

〇登校時における危険情報の報告・共有 

〇行政と連携した，道路状況の周知 

 

安全連携 

〇保護者の立ち当番による継続した安全見守り活動 

〇学校安全委員会における情報の報告と情報共有（警察，

消防，見守りパトロール隊，PTA，小中高職員） 
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指標 4：「年間計画」に基づいて、学校安全委員会を中心に、学校関係者が参加して、

学校安全推進のための活動が年間を通じて継続的に実践されている。 

分野 領域 活動・実践の内容 

生活安全 

・外傷予防 

・犯罪予防 

安全教育 

〇養護教諭と連携しデータを継続的に蓄積・掲示，分析，予

防の策定（毎学期末に報告・共有） 

〇ヒヤリハットシステム活用した授業 

・ヒヤリハットのデータからピクトグラムを作成，２年生 

２学期 

・月に１回ヒヤリハットのデータの蓄積，分析，共有 

〇AEDを含む救急救命講習の実施 

・5/25 救急救命講習，教職員（事務職員，校務員含む）28

名参加 

・12/1 救急救命講習，生徒 42名参加 

〇様々な状況を想定した訓練の実施 

・4/5防犯講習，教職員対象 

・4/12防犯訓練・集団下校グループ確認，生徒・教職員 

対象 

・5/25プール事故の緊急連絡訓練，教職員対象 

・8/23防犯訓練，職員対象 

・3/19生徒会事故対応訓練，クラブ対象 

 

安全管理 

〇教職員の月 1回の校内安全点検 

〇生徒会安全委員会による月 1回の校内点検の実施 

〇学校安全の手引きの作成（年度当初） 

〇メール配信システムの適切な運用 

〇S-PDCAサイクルに基づく安全マニュアルの改訂（年度末） 

 

安全連携 

〇普通救命講習実施による教職員・保護者・生徒の救急救命

スキルの向上 

・応急手当普及員有資格教員 12名 

〇関係諸機関と連携した情報モラル，薬物乱用防止，熱中症 

予防に関する学習の実施 

・5/26熱中症対策講座，生徒対象(大塚製薬) 

・6/2 8/24ケータイ安全教室，生徒・保護者対象（NTT ド

コモ・LINE・KDDI) 

・7/12薬物乱用防止教室，生徒・保護者対象（池田警察) 

〇大学教員との連携 

・ヒヤリハットシステムの活用（大阪教育大学 藤田教授） 

〇学会等での発信 

〇他校との取り組みの共有 

・8/25岩手大学教育学部附属中学校との連携（生徒会） 
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1.生活安全 

 

 生徒対象救急救命講習         生徒会主催 部活動事故対応訓練  不審者対応訓練 

 

災害安全 

・地震対策 

・風水雪害 

対策 

・火山対策 

・火災予防 

 

安全教育 

〇様々な状況を想定した地震・火災対応避難訓練の定期的

な実施 

・9/14地震避難訓練，生徒・教職員対象 

・12/1火災対応避難訓練，生徒・教職員対象 

〇避難訓練と関連付けた防災学習の実施。高校生との合同

避難訓練。 

・9/14地震避難訓練，中学生・高校生・中高教員） 

・災害時に役立つ調理法の安全学習（パッククッキング）， 

１年生 2学期 

 

安全管理 

〇消防計画や防災組織編成に基づく教員の役割分担・任務

の遂行  

〇防災備蓄倉庫の備品点検および充実（年度当初） 

〇災害時における保護者への連絡体制の確立（年度当初） 

 

安全連携 

〇学校安全委員会において学校の取組の報告に対する評

価・共有（月１回） 

・3/18 池田地区学校安全管理委員会（小中高の学校・PTA,

大学教員，池田警察，池田消防，池田市役所，鉢塚町内会） 

 

交通安全 

・被害予防 

・加害予防 

安全教育 

〇安全およびマナーに留意をおいた交通安全学習の実施（6

月 全生徒対象） 

〇生徒手帳を用いた交通安全指導（4月 全生徒対象） 

 

安全管理 

〇登校時における危険情報の報告・共有（随時） 

〇行政と連携した，道路状況の周知（随時） 

 

安全連携 

〇保護者の立ち当番による継続した安全見守り活動（毎日） 

〇学校安全委員会における情報の報告と情報共有（警察、消

防、見守りパトロール隊、PTA、小中高職員） 
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ヒヤリハット・システムのデータ                外傷データ（保健室） 

 

2.災害安全 

                          

地震対応訓練          防災備蓄倉庫        火災対応訓練 

↑安全点検表(教職員)  

薬物乱用防止教室→ 

←学校安全マニュアル↑ 
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緊急時記録ボード          他校との交流（生徒） 

 

3.交通安全 

 

安全学習             通学路の安全確認用紙    PTA 立ち当番による安全見守り活動 
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指標 5：学校安全委員会において、実践された学校安全推進に関わる活動の成果が定期

的に報告され、それぞれ分析に基づく明確な根拠をもとに学校安全推進活動に

対する評価が行われている。 

 

 

 

 

 

分野 領域 評価方法 

生活安全 

・外傷予防 

・犯罪予防 

安全教育 

〇保健室利用の統計処理を行い，内容をグラフ化し， 

分析 

〇安全委員会での振り返り 

安全管理 

〇保健室利用の統計データから，外傷内容の分析 

安全連携 

〇生徒へのアンケートや振り返りシートの点検 

災害安全 

・地震対策 

・風水雪害 

対策 

・火山対策 

・火災予防 

 

安全教育 

〇訓練時，専門家による講評 

〇生徒のワークシートの点検 

〇安全委員会での振り返り 

安全管理 

〇メール配信結果の分析 

〇防災倉庫の点検 

 

安全連携 

〇訓練時における生徒へのアンケートや振り返りシー

トの点検 

交通安全 

・被害予防 

・加害予防 

安全教育 

〇生徒へのアンケートや振り返りシートの点検 

〇安全委員会での振り返り 

安全管理 

〇PTAによる立ち番や教職員の巡視後の報告 

安全連携 

〇学校安全委員会の報告 
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1.保健室利用状況  

 

2.Q-Uテスト結果と保健室利用 
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3.カウンセリングルーム統計 

 

4.学校安全取組総括 
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指標 6：学校安全委員会における次年度の「年間計画」の策定にあたって、それまでの

活動成果の分析と評価を参考に、当該校における学校安全に関わる実践課題の

明確化と「年間計画」の改善が取り組まれている。 

 

 

 

分野 領域 課題への対応と改善 

生活安全 

・外傷予防 

・犯罪予防 

安全教育 

〇けがの種類と原因をより詳しく分析し，それぞれの原因に

対応する防止策を策定する。 

〇頭，顔，目のけがの発生数 0を目指し，発生原因を分析し 

予防策を策定し周知を図る。  

安全管理 

〇コーナーガードははがれることもあるので，取付後も点

検を継続的に実施する。 

〇日常的に身の回りのリスクに気付くことができるよう

にピクトグラム等で啓発活動を行う。 

安全連携 

〇振り返り内容等も参考にしながら，発達段階に応じた

より効果的，系統的な学習内容の策定を行う。 

災害安全 

・地震対策 

・風水雪害 

対策 

・火山対策 

・火災予防 

 

安全教育 

〇様々な状況に対応できる態度・能力を育成できる学習プ

ログラムの開発を行う。 

安全管理 

〇メール等の通信システムが使用不可になった際の連絡

体制の確立を策定し，周知を図る。 

 

安全連携 

〇様々な専門的な視点を持った方々からのアドバイスを

受け，多様な視点を育成する。 

交通安全 

・被害予防 

・加害予防 

安全教育 

〇生徒の主体性を重視した学習を取り入れ，より実践的な

態度・能力を培う学習プログラムの開発を行う。 

安全管理 

〇PTA 安全委員会と連携を図り，継続的に危険箇所を把握

し，重点化した危険箇所へ適切な人員配置を行う。 

安全連携 

〇池田市と連携を図り，通学路のリスクを軽減する取組を

模索する。 
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1.生活安全 

(1)外傷記録を基に分析・改善 

 

(2)ヒヤリハット・システムのデータの活用 
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※ヒヤリハット・システムのデータからの施設改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.災害安全 

(1)各種訓練の振り返り 

月 日 時間 種類 対象 反省 

5 20 13:10-

13:35 

地震 生徒 

教職員 

訓練の際の放送の把握が生徒の中で十分できておら

ず，行動に遅れが生じた。 

昼休みの流れの中で訓練が始まったので生徒の中で緊

張感が足りない訓練となった。 

5 23 16:30-

17:15 

水 泳 事

故 

教職員 職員室とプールとの情報共有がうまくできなかった。

空き時間の教員の活用が不十分であった。 

プールへの応援要員の派遣が不十分であった。 

7 9 13:30-

15:10 

不審者 教職員 内側から施錠するための鍵が壊れているクラスや非常

扉が開きにくいなどの設備面での不具合が明らかにな

った。情報伝達法について，以前から不審者の 1F への

進入時に，2F では様子がわからないという意見が出て

いたが，今回の訓練では解決することができなかった。 

9 2 13:15-1335 火災 生徒 

教職員 

放送後，火災現場の特定をまたず，避難を開始したクラ

スがあったので，指示に対して十分留意するように周

知しなければならない。 

通報訓練の際，燃えているものが設定されておらず，今

後はそこまでの設定を考慮したい。 

11 30 19:15-

10:35 

地震 生徒 

教職員 

体の大きな 3 年生は理科室の机の下に体が入らず，フ

ァーストインパクト時の対応について普段から生徒に

検討させておく必要性を感じた。 

12 5 11:00-

11:20 

不審者 生徒 

教職員 

具体的な状況を作り出しての訓練ではなかったので，

今後より通常の学校生活内での訓練が行えるようにし

たい。避難後の点呼時に，ケガの有無や状況などについ

ての報告が不十分であったので，改善していきたい。 
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12 4 13:30-

15:00 

不審者 教職員 訓練当日は出張等で職員の人員が少なく，対応が苦し

い状況であった。特に，通常授業を行っている状況での

訓練で，空き時間の教師(安全確保斑)の人数が少なく，

不審者の追跡が事実上一人となってしまった状況であ

り，職員の安全が脅かされた事態となっていた。 

 

3. 実践課題の明確化と年間計画の改善 
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指標 7：学校安全推進に関わる活動の成果が、当該の学校関係者や地域関係者に広報・共

有されるとともに、「協働」の理念に基づいて、国内外の学校への積極的な活動成

果の発信・共有と新たな情報の収集が継続的に実践されている。 

分野 領域 成果の共有と協働 

生活安全 

・外傷予防 

・犯罪予防 

安全教育 

〇職員会議での報告 

〇生徒会自治委員会での協議 

〇保健だよりによる啓発 

〇保健室前けがホワイトボードへの掲示 

〇学校安全委員会への報告 

 

安全管理 

〇学校保健・安全委員会での協議 

〇生徒会だよりによる啓発 

〇学校評価における報告 

〇学校安全委員会への報告 

 

安全連携 
〇学校安全委員会への報告 

〇学校視察の受入 

災害安全 

・地震対策 

・風水雪害 

対策 

・火山対策 

・火災予防 

 

安全教育 

〇学校保健安全員会での協議 

〇生徒集会による啓発 

〇学校安全委員会への報告 

 

安全管理 

〇学校保健・安全委員会での協議 

〇学校評価における報告 

〇学校安全委員会への報告 

 

安全連携 
〇学校安全委員会への報告 

〇学校視察の受入 

交通安全 

・被害予防 

・加害予防 

安全教育 

〇学校保健・安全委員会での協議 

〇学校安全委員会への報告 

 

安全管理 

〇学校保健安全委員会での協議 

〇PTA安全委員会での協議 

〇学校安全管理委員会への報告 

 

安全連携 

〇PTA安全委員会での協議 

〇学校安全管理委員会への報告 

〇学校視察の受入 
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H24. 4.14     第 2回アジア・太平洋学校安全推進フォーラムに参加 

        日本 International Safe School 認証センター記念祝賀会に参加 

H24. 7.30～31  学校安全主任講習会に参加 

H24.11. 4      ＩＳＳ推進員養成セミナーに参加 

H24.11.17     熊本大学附属中学校から学校安全視察受入 

H24.11.29     International Safe School 認証取得を目指す意思を正式の表明 

H24.12.12～15  台湾嘉義市 International Safe Schoolの取組視察 

H25. 3. 2      アジア・太平洋学校安全推進フォーラムで生徒が取組発表 

H25. 3. 4～5  大阪教育大学附属池田小学校 ISS再認証実地審査，認証式典に参加 

H25. 7. 1     タイ王国教育省から学校安全視察受入 

H25.11.29     東京学芸大学附属小金井中学校から学校安全視察受入 

H25.12.25～28  台湾台北市 International Safe Schoolの取組視察 

H26. 1.25     ＩＳＳ推進員養成セミナーで取組発表 

H26. 2.27     愛知県西尾市立西尾中学校から学校安全視察受入 

H26. 3. 7     学校危機メンタルサポートセンターセンターフォーラムに参加 

H26. 3. 8     臨時ＩＳＳ推進員養成セミナーに参加 

H26. 3.24      e安全学習研修会に参加 

H26. 5.12～15  第 7回アジア地域セーフコミュニティ国際会議で取組発表(韓国 釜山) 

H26. 7.30～31  学校安全主任講習会に参加 

H26.10. 9    International Safe School 認証実地審査 

H26.10.10      International Safe School 認証取得(国内中学校では初) 

H27. 3. 6      アジア・太平洋学校安全推進フォーラムで学校安全の取組発表 

Safety Promotion School 認証 

H27. 3.14      学校安全主任講習会に参加 

H27. 5.14      韓国教育大学院から 31名が本校の学校安全視察 

H27.11.20      学校安全コーディネーター研修会で SPSの取り組み発表 

H27.12.11      愛知県東浦町より 11名が本校の学校安全視察 

H27.12.12      第９回セーフティープロモーション学会にて SPSの取り組み報告 

H28. 8.29      セーフティプロモーションスクール（SPS）推進委員養成セミナーで実践 

報告 

H28.11.17     大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安

全学習研究授業発表 

H29.10. 2    大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安

全学習研究授業発表 

H29.11.18     本校公開授業研究会における安全学習の研究授業と本校の取り組みについ

ての発表 

H30. 3. 6      Safety Promotion School 再認証 

H30.11.20     大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安

全学習 研究授業発表 

H30.11.23      本校公開授業研究会における安全学習の研究授業と取り組みの実践発表 

H30.12.27      学校安全コーディネーター養成研修において取り組みの実践発表 

H31. 3. 1      第 17回学校危機メンタルサポートセンターフォーラム参加 

R1. 5.27〜29   タイ王国 SPS推進委員養成セミナーにおいて実践発表 

R1. 6.28       静岡県小中学校学校安全教育指導者研修会において実践発表 

R1. 7.30       滋賀県学校安全指導者講習会において実践発表 

R1.11.21      大阪府寝屋川市中堅教諭等資質向上研修における安全の取り組み講習と安
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全学習研究授業発表 

R1.12.14      セーフティプロモーションスクール(SPS)推進員養成セミナー実践発表 

R2.10.10〜11  日本安全教育学会第 21回静岡大会 一般口演発表 

R2.12.28      セーフティプロモーションスクール(SPS)推進員養成セミナー実践発表 

R3. 3. 6      Safety Promotion School 再々認証 

R4. 2. 4   全国学校安全研究大会発表 

R4. 4.27      高槻市教育委員会から 10名が学校安全視察 

R4.11.22      学校安全学シンポジウム 2022において実践発表 

R4.12. 2    学校安全総合支援事業(学校安全に係る専門性向上支援事業) 学校安全実践

力向上セミナーにおいて実践発表 

R4.12. 9     宮崎市教育委員会から６名が学校安全視察 

R5. 3. 3      第 3回学校安全推進センターフォーラムにおいて学校安全の取組発表 

R5. 9.21      文部科学省学校安全有識者会議において学校安全に関わる取組のヒアリン 

グおよび意見交流 

R5.11.24      中国から教育関係者８名が学校安全（ヒヤリハットシステム等）に関する 

視察および意見交流  

R5.12.26      宮崎県教育委員会・中学校・高等学校から５名が学校安全視察 

R5.12.25      学校安全コーディネーター研修会で SPSの取組発表 

R6. 2. 7      大阪府教頭研修会において学校安全の取組発表 

R6. 3. 6      Safety Promotion School 4度目の認証（予定） 
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「セーフティープロモーションスクール」の活動マトリックス表  

 〔学校名：大阪教育大学附属池田中学校〕         

 

分野 領域 
策定 

Plan 

実践 

Do 

生活安全 

・外傷予防 

・犯罪予防 

安全教育 

・養護教諭と連携しデータを継続的に蓄積・

掲示，分析，予防の策定 

・ヒヤリハットシステム活用した授業 

・AED を含む救急救命講習の実施 

・様々な状況を想定した不審者対応訓練 

・養護教諭と連携しデータを継続的に蓄積・

掲示，分析，予防の策定 

・ヒヤリハットシステム活用した授業 

・AED を含む救急救命講習の実施 

・様々な状況を想定した訓練の実施 

安全管理 

・教職員・生徒の月 1 回の校内安全点検 

・学校安全の手引きの作成 

・メール配信システムの適切な運用 

・S-PDCA サイクルに基づく安全マニュアル

の改訂 

・教職員・生徒の月 1 回の校内安全点検 

・学校安全の手引きの作成 

・メール配信システムの適切な運用 

・S-PDCAサイクルに基づく安全マニュアルの

改訂 

安全連携 

・学校安全委員会において学校の取組の報

告に対する評価・共有 

・普通救命講習実施による教職員・保護者・

生徒の救急救命スキルの向上 

・関係諸機関と連携した情報モラル,薬物乱

用防止，熱中症予防に関する学習の実施 

・大学教員との連携 

・学会等での発信 

・普通救命講習実施による教職員・保護者・

生徒の救急救命スキルの向上 

・関係諸機関と連携した情報モラル，薬物乱

用防止，熱中症予防に関する学習の実施 

・大学教員との連携 

・学会等での発信 

・他校との取り組みの共有 

災害安全 

・地震対策 

・風水雪害 

対策 

・火山対策 

・火災予防 

 

安全教育 

・様々な状況を想定した地震・火災対応避

難訓練の定期的な実施 

・避難訓練と関連付けた防災学習の実施小

学生との合同避難可能な体勢を基にした

下校体制の構築等，共助の姿勢の育成 

・災害時に役立つ調理法の安全学習 

・様々な状況を想定した地震・火災対応避難

訓練の定期的な実施 

・避難訓練と関連付けた防災学習の実施小学

生との合同避難可能な体勢を基にした下

校体制の構築等，共助の姿勢の育成 

・災害時に役立つ調理法の安全学習 

安全管理 

・消防計画や防災組織編成に基づく教員の

役割分担・任務の遂行  

・防災備蓄倉庫の備品点検および充実 

・災害時における保護者への連絡体制 

・消防計画や防災組織編成に基づく教員の役

割分担・任務の遂行  

・防災備蓄倉庫の備品点検および充実 

・災害時における保護者への連絡体制の確立 

安全連携 
・学校安全委員会において学校の取組の報

告に対する評価・共有 

・学校安全委員会において学校の取組の報告

に対する評価・共有 

交通安全 

・被害者予

防 

・加害者予

防 

安全教育 

・歩行時，自転車での走行時における危険

予知能力や危険回避能力の向上を図る。 

・安全およびマナーに留意をおいた交通安全

学習の実施 

・生徒手帳を用いた交通安全指導 

安全管理 

・通学路の危険箇所を把握するとともに，

登校時における危険情報を共有し生徒の

安全確保に努める。 

・登校時における危険情報の報告・共有 

・行政と連携した，道路状況の周知 

安全連携 

・PTA や地域の協力を得て登下校の安全を

確保し，登下校時のマナーの向上を図る。 

・保護者の立ち当番による継続した安全見守

り活動 

・学校安全委員会における情報の報告と情報

共有（警察、消防、見守りパトロール隊、

PTA、小中高職員） 
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評価 

Check 

改善 

Act 

共有 

Share 

・保健室利用の統計処理を行い，内容をグラ

フ化し，分析 

・安全委員会での振り返り 

・けがの種類と原因をより詳しく分析し，そ

れぞれの原因に対応する防止策を策定す

る。 

・頭，顔，目のけがの発生数 0 を目指し，発

生原因を分析し予防策を策定し周知を図

る。  

・職員会議での報告 

・生徒会自治委員会での協議 

・保健だよりによる啓発 

・保健室前けがホワイトボードへの 

掲示 

・学校安全委員会への報告 

・学校視察の受入 

・保健室利用の統計データから，外傷内容

の分析 

・コーナーガードははがれることもあるの

で，取付後も点検を継続的に実施する。 

・日常的に身の回りのリスクに気付くこと

ができるようにピクトグラム等で啓発活

動を行う。 

・学校保健安全委員会での協議 

・生徒会だよりによる啓発 

・学校評価における報告 

・学校安全委員会への報告 

・学校視察の受入 

・生徒へのアンケートや振り返りシート

の点検 

・振り返り内容等も参考にしながら，発達

段階に応じたより効果的，系統的な学習

内容の策定を行う。 

・学校安全委員会への報告 

・学校視察の受入 

・訓練時，専門家による講評 

・生徒のワークシートの点検 

・安全委員会での振り返り 

・様々な状況に対応できる態度・能力を育成

できる学習プログラムの開発を行う。 

・学校保健安全員会での協議 

・生徒集会による啓発 

・学校安全委員会への報告 

・学校視察の受入 

・メール配信結果の分析 

・防災倉庫の点検 

 

・メール等の通信システムが使用不可にな

った際の連絡体制の確立を策定し，周知を

図る。 

 

・学校保健安全委員会での協議 

・学校評価における報告 

・学校安全委員会への報告 

・学校視察の受入 

・訓練時における生徒へのアンケートや

振り返りシートの点検 

・様々な専門的な視点を持った方々からの

アドバイスを受け，多様な視点を育成す

る。 

・学校安全委員会への報告 

・学校視察の受入 

・生徒へのアンケートや振り返りシート

の点検 

・安全委員会での振り返り 

・生徒の主体性を重視した学習を取り入れ，

より実践的な態度・能力を培う学習プログ

ラムの開発を行う。 

・学校保健安全委員会での協議 

・学校安全委員会への報告 

・学校視察の受入 

・PTAによる立ち番や教職員の巡視後の報

告 

・PTA安全委員会と連携を図り，継続的に危

険箇所を把握し，重点化した危険箇所へ適

切な人員配置を行う。 

・学校保健安全委員会での協議 

・PTA安全委員会での協議 

・学校安全管理委員会への報告 

・学校視察の受入 

・学校安全委員会の報告 

 

・池田市と連携を図り，通学路のリスクを軽

減する取組を模索する。 

・PTA安全委員会での協議 

・学校安全管理委員会への報告 

・学校視察の受入 


